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は じ め に
昭和 56年～63年の8年間に当院へ入院した帯状
疱疹(HZ)409例について、 1 月別、 2.年齢別、
3 部位別頻度、4 基礎疾患、5 合併症、6 再
発について統計的観察を行い、さらに409例を29の
治療群に分けて、 7 人院期間、8 退院時痛みの
残存率、9 疱疹後神経痛 (PHN)への移行につい
て検討し、それらよりHZの初期治療について述べ
















図1 軽症例 (初期像) 入院患者に対する割合HZ患者数
図2典 型 例
―-26-―






























腰椎  ″ 10.5
頸椎  ″ 4.0
























表3 基 礎 疾 患
悪性腫瘍 糖尿病 6
日 4 SLE 6
上咽頭 3 MCTD 1
子 宮 2 橋本病 1
卵 巣 2 胃潰瘍 1
腎 2 クローン病 1
リンパ腫 2 腎孟炎 1
扁 桃 1 腎不全 1
食 道 1 1労脱炎 1
撃L 1 パーキンソン 1
月市 1 妊 娠 2
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治  療 入院期間 いたみの残存率
108±49 128% 0
l+Ara―A 105±55 136% 0
Perdipine+ACV73±31 0%
―-30-―









→ 20 mg/×3 日→ 10 mg/日×3 日 (180 mg/9
日)で充分であるP
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